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 飼育種：オオジロザメ、アカシュモクザメ、イタチザメ、 レモンザメ、ヤジブカ等

サメ類の本当の姿を資料と実物で知ってもらうことを目的にした展示

　今後の課題 （上）

　「ゆいレール（沖縄都市モノレール）」は、沖縄県

内で唯一の軌道系の交通機関として、本年８月10

日に開業しました。

　事業の実施にあたり、国、沖縄県、那覇市が高

架橋などの軌道構造物を道路整備事業として整備

しました。また、モノレール建設と連携して、モ

ノレール駅周辺における交通広場の整備やまちの

再開発を進めています。沖縄都市モノレール株式

会社（第３セクター）はモノレール車両や駅の設備

を整備するとともに事業の運営を行っています。

　ゆいレールは生活面ばかりでなく、観光・ビジネス面での利便性も

大きく向上させる効果があり、市街地の高度利用と地域の活性化に向

けて走り始めました。
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複
数
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
、
こ
れ

ら
要
素
間
に
相
互
関
係
が
あ
り
、
全
体

で
達
成
す
べ
き
目
標
を
有
す
る
複
合
体

　
　

い
き
な
り
こ
む
づ
か
し
い
文
句
を

述
べ
た
が
、
ご
存
じ
、
シ
ス
テ
ム
︵
体

系
︶
の
定
義
で
あ
る
。
昨
今
、
こ
の
言

葉
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
内
容
で
さ
ま
ざ

ま
な
場
合
に
日
常
茶
飯
に
使
わ
れ
て
い

る
。
シ
ス
テ
ム
工
学
、
シ
ス
テ
ム
ズ
ア

ナ
リ
シ
ス
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
な

ど
は
、
工
学
の
教
科
書
に
頻
出
す
る
、

定
義
相
当
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、

シ
ス
テ
ム
カ
メ
ラ
な
ど
も
一
応
納
得
が

ゆ
く
。
が
、
居
酒
屋
へ
立
寄
り
勝
手
に

席
を
と
る
と
店
員
が
や
っ
て
き
て
﹁
当

店
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
の
で
﹂
な

ど
と
言
わ
れ
隅
の
席
を
指
定
さ
れ
る
時

な
ど
は
面
喰
ら
い
、
面
白
く
も
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
体
、
家
庭
、
集
落
、

都
市
、
行
政
機
関
、
国
家
、
宇
宙
な
ど
、

わ
れ
わ
れ
が
こ
の
世
界
に
見
聞
・
感
知

す
る
あ
ら
ゆ
る
実
体
や
概
念
に
共
通
す

る
も
の
は
何
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
シ
ス

テ
ム
と
す
る
の
が
妥
当
の
よ
う
で

あ
る
。
森
羅
万
象
、
シ
ス
テ

ム
の
中
に
あ
る
。
閑
話

休
題
。

　

こ
の
た
び
那
覇

市
に
、
一
九
四
五

年
の
戦
災
壊
滅
の

沖
縄
県
営
鉄
道

以
来
、
五
十
八
年

ぶ
り
の
軌
道
系

交
通
と
し
て
の

沖
縄
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
︵
愛
称
・

ゆ
い
レ
ー
ル
︶

が
、
祝
賀
喧
騒
の

な
か
八
月
十
日

開

通

し

た
。
計

画
か
ら
今
日
ま

で
、
三
十
年
の
異

常
に
長
い
時
間
が

経
過
し
、
早
期
実
現

期
待
の
県
民
の
﹁
待
ち
﹂

も
そ
ろ
そ
ろ
そ
の
極
に

あ
っ
た
が
、
愈
々
、
ゆ
い
レ
ー

ル
開
通
の
と
き
を
迎
え
、
沖
縄
の
戦

後
交
通
史
の
公
共
交
通
の
章
に
新
た
な

ペ
ー
ジ
を
加
え
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
沖

縄
の
快
哉
事
で
あ
る
。

　

さ
て
、
シ
ス
テ
ム
と
言
え
ば
、
い
ろ

い
ろ
の
自
然
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
、
最

も
身
近
で
最
高
度
に
完
成
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
は
人
体
で
あ
ろ
う
。
都
市
を
人
体

に
擬
し
て
考
え
る
と
、
都
市
の
理
想
の

あ
り
方
や
か
た
ち
が
き
わ
め
て
明
快
に

イ
メ
ー
ジ
で
き

る
。
人
体
は
生

き
、
成
長
す
る

目

的

を

持

っ

て
、
骨
格
と
筋

肉
系
か
ら
な
る

完
全
構
造
体
の

中
に
心
臓
・
腎

臓
・
肝
臓
な
ど

の
臓
器
や
脳
を

適
正
配
置
、
収

納
し
、
こ
れ
ら

を
血
管
・
神
経

系
統
で
結
合
し

て
有
機
的
な
全

き
関
係
性
を
形

成
し
て
い
る
。

こ
の
構
成
や
働

き
の
妙
は
驚
嘆

で

あ

る
。
血

管
・
神
経
シ
ス

テ
ム
は
都
市
で

言
え
ば
交
通
・

通
信
体
系
で
あ

る
。
人
体
の
大

動
脈
、
つ
ま
り
都
市
の
幹
線
道
路
に
渋

滞
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
危
険
誘
発
活
性

酸
素
が
蓄
積
し
て
は
、
都
市
シ
ス
テ
ム

の
維
持
に
重
大
な
支
障
を
来
す
。
那
覇

都
市
圏
の
幹
線
道
路
の
交
通
渋
滞
は
、

そ
の
軽
減
策
の
積
年
の
展
開
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
課
題
は
消
え
て

い
な
い
。

　

都
市
交
通
を
支
え
る
主
体
が
、
道
路

交
通
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
、
二
十
一

世
紀
を
通
し
て
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の

結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
渋
滞
や
環

境
へ
の
負
荷
な
ど
を
軽
減
し
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
に
努
め
、
人
々
の
暮
ら
し
や

都
市
の
健
全
な
存
続
を
図
る
に
は
、
や

は
り
、
人
流
・
物
流
を
定
時
安
定
的
、

ま
た
、
大
量
効
率
的
に
輸
送
可
能
な
、

大
動
脈
相
当
の
軸
と
な
る
軌
道
系
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
欠
か
せ
な

い
。
那
覇
市
を
人
体
有
機
都
市
論
的
に

み
る
と
き
、
今
般
の
ゆ
い
レ
ー
ル
の
導

入
は
、
那
覇
都
市
圏
に
欠
落
し
て
い
た

大
動
脈
の
第
一
次
移
植
手
術
の
成
功
と

評
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
い
。
第

一
次
で
あ
る
か
ら
二
次
、
三
次
の
移
植

手
術
が
な
く
て
は
、
大
動
脈
移
植
は
未

完
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
私
が
期
待
す

る
未
来
の
軌
道
系
の
移
植
手
術
メ

ニ
ュ
ー
に
は
、﹁
石
嶺
・
宜
野
湾
﹂、﹁
中

部
都
市
圏
﹂
、﹁
糸
満
都
市
域
﹂、
﹁
那
覇

環
状
﹂と
い
う
名
の
幹
動
脈
系
が
あ
る
。

　

さ
て
、
都
市
化
の
時
代
、
交
通
課
題

は
愈
々
深
刻
化
す
る
。
全
国
に
﹁
交
通

名
医
﹂
を
配
し
、
交
通
行
政
に
お
け
る

即
応
施
策
、
そ
の
用
意
お
さ
お
さ
怠
り

な
き
よ
う
、
期
待
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。

＊　
　

＊　
　

＊
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総 務 部

　

こ
の
度
、
平
成
十
六
年
度
内
閣
府
沖
縄
関

係
予
算
の
概
算
要
求
・
要
望
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。

　

平
成
十
六
年
度
は
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置

法
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ
た
沖
縄
振
興
計
画

の
三
年
目
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
自
立
型
経

済
の
構
築
等
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
効
果
的

な
施
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
、
産
業
・

科
学
技
術
振
興
に
関
す
る
施
策
を
は
じ
め
と

す
る
施
策
・
事
業
を
重
点
的
に
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

内
閣
府
に
お
け
る
沖
縄
関
係
の
平
成
十
六

年
度
の
概
算
要
求
・
要
望
総
額
は
、
三
千
五

百
七
十
五
億
円
︵
対
前
年
度
比
一
一
六
・
三

％
︶
、
そ
の
内
訳
は
、
基
本
的
政
策
企
画
立
案

等
経
費
三
百
四
十
三
億
円
︵
対
前
年
度
比
一

二
四
・
二
％
︶
、
沖
縄
振
興
開
発
事
業
費
等
三

千
二
百
三
十
一
億
円
︵
対
前
年
度
比
一
一
五
・

六
％
︶
、
こ
の
う
ち
公
共
事
業
関
係
費
は
、
二

千
九
百
十
四
億
円
︵
対
前
年
度
比
一
一
六
・
一

％
︶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
度
予
算
概
算
要
求
・
要
望
の

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一　

自
立
型
経
済
の
構
築
に
向
け
た
産
業
の

振
興

　

沖
縄
の
優
位
性
や
地
域
特
性
を
生
か
し
た

産
業
振
興
に
よ
る
自
立
型
経
済
の
構
築
に
向

け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振
興

（一）
　

国
際
的
な
質
の
高
い
リ
ゾ
ー
ト
地
を
目
指

し
て
、
観
光
振
興
地
域
等
の
整
備
を
は
じ

め
、
観
光
情
報
の
共
通
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の

構
築
、
観
光
人
材
の
育
成
等
の
施
策
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
沖
縄
の
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
文

化
等
を
生
か
し
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
や
世
界
遺
産
の
周
辺
整
備
、
健
康
保
養
型

観
光
の
推
進
、
体
験
滞
在
交
流
の
促
進
等
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
を
継

続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
バ
リ

ア
フ
リ
ー
観
光
の
推
進
、
特
色
あ
る
音
楽
・

芸
能
等
を
活
用
し
た
文
化
交
流
型
観
光
に
係

る
調
査
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

沖
縄
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
た
め
、

沖
縄
自
動
車
道
料
金
に
つ
い
て
割
引
措
置
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
世
界
的
規

模
を
誇
る
国
営
沖
縄
記
念
公
園
海
洋
博
覧
会

地
区
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
、
来
年
一
月
開
場

予
定
の
国
立
劇
場
お
き
な
わ
に
つ
い
て
は
、

観
光
拠
点
と
し
て
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

情
報
通
信
関
連
産
業
の
振
興

（二）
　

沖
縄
の
新
た
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し

て
期
待
さ
れ
る
情
報
通
信
関
連
産
業
の
一
層

の
発
展
に
向
け
、
Ｉ
Ｔ
分
野
に
お
け
る
新
規

事
業
創
出
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

電
子
商
取
引
の
普
及
促
進
の
た
め
、
戦
略
的

な
電
子
商
取
引
の
先
進
事
例
と
な
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
事
業
を
引
き
続
き
実

施
す
る
と
と
も
に
、
高
度
な
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育

成
に
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
振
興

（三）
　

亜
熱
帯
性
気
候
等
の
地
域
特
性
を
生
か
し

た
活
力
あ
る
農
林
水
産
業
の
振
興
に
向
け

て
、
亜
熱
帯
・
島
し
ょ
性
の
地
域
特
性
に
適

合
す
る
生
産
基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
漁
港
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
モ
デ
ル
事
業

導
入
調
査
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
土
発
生
源
対
策
な
ど
環
境
と
調

和
し
た
持
続
型
農
林
水
産
業
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
お
き
な
わ
産
天
敵
の
産
業

創
設
化
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
船
舶
・
鉄
道
等
を
活
用
し
た
輸

送
コ
ス
ト
の
低
減
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
有
望
熱
帯
果
樹
の
導
入
の
た
め
の
施
策

等
を
実
施
し
ま
す
。

金
融
業
等
の
集
積
促
進

（四）
　

金
融
関
連
業
務
の
集
積
に
不
可
欠
な
金
融

に
係
る
人
材
の
育
成
の
た
め
の
事
業
を
行
い

ま
す
。製

造
業
の
活
性
化
と
新
規
事
業
の
創
出

（五）

等

　

特
別
自
由
貿
易
地
域
へ
の
更
な
る
企
業
立

地
、
集
積
へ
向
け
た
対
応
策
の
検
討
と
賃
貸

工
場
の
整
備
に
対
す
る
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
那
覇
港
の
国
際
競
争
力
の
向
上
を
通

じ
、
国
際
物
流
関
連
産
業
等
の
振
興
を
図
る

た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
研
究
開
発
力
の
向
上
や
そ
の
成
果

を
活
用
し
た
新
規
産
業
の
創
出
、
地
場
産
業

の
振
興
等
を
図
る
た
め
、
沖
縄
産
学
官
共
同

研
究
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
健
康
・
バ
イ
オ
産
業
の
競
争
力

向
上
に
向
け
て
、
総
合
的
な
品
質
向
上
策
を

新
た
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
環
境
関
連
産

業
の
発
展
方
向
に
つ
い
て
の
調
査
に
新
た
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

産
業
基
盤
の
整
備
、
中
小
企
業
支
援
、
新

規
事
業
の
創
出
等
の
た
め
、
沖
縄
振
興
開
発

金
融
公
庫
の
融
資
・
出
資
の
有
効
活
用
を
図

り
ま
す
。

二　

雇
用
の
安
定
と
職
業
能
力
の
開
発

　

情
報
通
信
関
連
産
業
等
の
重
点
産
業
分
野

に
お
い
て
、
雇
用
の
創
出
と
人
材
育
成
を
一

体
的
に
行
う
戦
略
産
業
人
材
育
成
支
援
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
若
年
者
の
高
失
業
率
の
改
善
を
図

る
た
め
、
沖
縄
県
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
人
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、
新
規
事
業
の
創
出
効
果
が
あ
る
若

年
求
職
者
に
よ
る
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
起

業
支
援
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
雇
用
の
創
出
及
び
地
域
産
業
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た

事
業
化
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

三　

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
︵
仮
称
︶

等
に
よ
る
科
学
技
術
の
振
興
と
国
際
交

流
・
協
力
の
推
進

　

﹁
大
学
院
大
学
構
想
﹂
に
つ
い
て
は
、
設
置

母
体
と
な
る
法
人
を
立
ち
上
げ
、
施
設
の
基

本
設
計
や
予
定
地
の
造
成
設
計
を
行
う
な
ど

前
身
と
な
る
研
究
所
の
設
立
や
大
学
の
開
学

に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。
併
せ
て
、
平

成
十
五
年
度
に
引
き
続
き
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
及
び
研
究
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
沖
縄
産
学
官
共
同
研
究
の
推
進
の

ほ
か
、
国
内
外
の
大
学
や
研
究
所
へ
の
派
遣

に
よ
る
研
究
者
・
専
門
家
育
成
に
対
す
る
支

援
、
亜
熱
帯
特
性
を
活
用
し
た
科
学
技
術
研

究
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
科
学
技
術
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

　

国
際
交
流
拠
点
を
支
え
る
基
盤
整
備
の
観

点
か
ら
、
那
覇
空
港
の
整
備
を
は
じ
め
、
那

覇
港
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
国
際
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交
流
拠
点
形
成
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
引

き
続
き
国
連
機
関
の
誘
致
等
に
係
る
検
討
を

進
め
ま
す
。

四　

環
境
共
生
型
社
会
と
高
度
情
報
通
信
社

会
の
形
成

　

沖
縄
の
貴
重
な
美
し
い
自
然
環
境
を
保
全

す
る
た
め
、
赤
土
等
の
流
出
防
止
、
環
境
に

配
慮
し
た
公
共
事
業
の
実
施
等
に
努
め
る
と

と
も
に
、
緑
化
に
よ
る
潤
い
の
あ
る
空
間
の

創
出
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会

の
構
築
に
向
け
て
、
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の

整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
島
し
ょ
型
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推
進
実
証
事
業
、
美
ら
島

リ
サ
イ
ク
ル
資
材
利
用
促
進
シ
ス
テ
ム
構
築

事
業
及
び
那
覇
港
廃
棄
物
埋
立
護
岸
事
業
を

新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
快
適
で
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生

活
空
間
の
創
出
を
図
る
た
め
、
上
水
道
、
下

水
道
、
公
園
・
緑
地
、
住
宅
等
の
生
活
環
境

基
盤
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
自

然
、
風
土
を
活
か
し
た
自
然
体
験
・
交
流
型

の
水
源
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
を
新
た
に
実

施
し
ま
す
。

　

高
度
情
報
通
信
社
会
の
実
現
に
向
け
、
道

路
に
お
け
る
民
間
事
業
者
も
利
用
可
能
な
光

フ
ァ
イ
バ
ー
収
容
空
間
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
産
業
の
高
度
化
や
技
術
革
新
等
に

対
応
し
た
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
学
校

教
育
の
情
報
化
を
促
進
し
ま
す
。

五　

健
康
福
祉
社
会
の
実
現
と
安
全
・
安
心

な
生
活
の
確
保

　

県
民
一
人
一
人
が
健
康
で
安
心
し
て
生
活

を
送
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
保
健
医
療
施

設
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
保
健
衛
生

施
策
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
、
県

民
の
多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
適
切

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
た
め
、
高

度
・
多
機
能
病
院
︵
仮
称
︶
の
整
備
等
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
沖
縄
の
特
殊
事
情
に
伴
う
特
別
対

策
と
し
て
、
不
発
弾
等
対
策
事
業
や
対
馬
丸

関
連
事
業
等
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

六　

多
様
な
人
材
の
育
成
と
文
化
の
振
興

　

人
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
初
等
中
等
教
育

の
充
実
を
図
る
た
め
、
老
朽
校
舎
の
改
築
や

学
校
教
育
の
情
報
化
等
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
化
の
進
展
等
に
対
応
し
た
実

践
的
技
術
者
の
育
成
を
図
る
た
め
、
沖
縄
工

業
高
等
専
門
学
校
の
施
設
整
備
を
引
き
続
き

進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
沖
縄
に
お
け
る
今
後
の
産
業
振

興
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト
産

業
、
情
報
産
業
、
金
融
業
、
地
方
行
政
を
担

う
人
材
の
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
遺
産
の
﹁
琉
球
王
国
の
グ
ス

ク
及
び
関
連
遺
産
群
﹂
の
適
切
な
保
存
や
農

村
地
域
の
歴
史
・
景
観
に
配
慮
し
た
整
備
を

進
め
ま
す
。

七　

持
続
的
発
展
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り

　

広
大
な
海
域
に
散
在
す
る
多
く
の
離
島
で

構
成
さ
れ
て
い
る
沖
縄
に
と
っ
て
、
県
民
生

活
の
安
定
や
産
業
の
振
興
を
図
る
上
で
重
要

な
基
盤
で
あ
る
空
港
、
港
湾
、
道
路
等
の
交

通
体
系
の
整
備
、
水
資
源
の
開
発
、
生
活
環

境
基
盤
の
整
備
な
ど
各
種
の
基
盤
整
備
を
戦

略
的
、
重
点
的
に
進
め
、
活
力
あ
る
地
域
と

し
て
の
持
続
的
発
展
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
へ
の
影
響
や
周
囲
の
景
観
と

の
調
和
に
十
分
配
慮
し
た
事
業
の
実
施
に
努

め
る
と
と
も
に
、
河
川
、
道
路
等
の
事
業
が

連
携
し
た
雨
水
の
浸
透
・
貯
留
対
策
と
出
水

情
報
の
提
供
な
ど
を
通
じ
た
雨
水
対
策
を
進

め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
や
安
全
性

の
確
保
を
図
る
た
め
、
交
差
点
改
良
に
向

け
、
重
点
的
な
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

八　

離
島
・
過
疎
地
域
の
活
性
化
な
ど
均
衡

の
と
れ
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

　

地
域
の
産
業
振
興
等
を
図
る
べ
く
沖
縄
振

興
の
た
め
の
特
別
の
予
算
措
置
を
継
続
し
ま

す
。

　

特
に
、
離
島
・
過
疎
地
域
の
活
性
化
は
、

沖
縄
の
振
興
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
港
湾
、
空
港
、
離
島
架
橋
等
の
整
備
を

は
じ
め
、
生
産
基
盤
の
整
備
、
保
健
医
療
の

確
保
と
福
祉
の
向
上
、
教
育
の
充
実
、
生
活

環
境
基
盤
の
整
備
等
を
進
め
ま
す
。

九　

駐
留
軍
用
地
跡
地
の
利
用
の
促
進
な
ど

米
軍
施
設
・
区
域
に
係
る
諸
施
策
の
展
開

　

沖
縄
に
お
け
る
米
軍
施
設
・
区
域
の
整
理
・

統
合
・
縮
小
に
つ
い
て
、﹁
沖
縄
に
関
す
る
特

別
行
動
委
員
会
︵
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
︶﹂
最
終
報
告
の

着
実
な
実
施
を
図
り
ま
す
。
特
に
、﹁
普
天

間
飛
行
場
の
移
設
に
係
る
政
府
方
針
﹂
に
従

い
、
普
天
間
飛
行
場
の
早
期
移
設
・
返
還
の

実
現
に
向
け
、
沖
縄
県
及
び
地
元
地
方
公
共

団
体
と
十
分
な
協
議
を
行
い
つ
つ
、﹁
普
天

間
飛
行
場
代
替
施
設
の
基
本
計
画
﹂
の
着
実

な
実
施
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
沖
縄
県
及
び
地
元

地
方
公
共
団
体
と
の
間
の

各
種
協
議
会
等
を
中
心

に
、
普
天
間
飛
行
場
の
移

設
に
伴
う
移
設
先
及
び
周

辺
地
域
の
振
興
、
沖
縄
県

北
部
地
域
の
振
興
並
び
に

駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
の

促
進
及
び
円
滑
化
等
を
図

り
ま
す
。

　

駐
留
軍
用
地
跡
地
の
利

用
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

国
、
県
及
び
関
係
市
町
村

の
密
接
な
連
携
の
下
、
大

規
模
跡
地
及
び
そ
の
他
の

整
備
予
定
跡
地
等
に
つ
い

て
、
跡
地
利
用
計
画
の
策

定
及
び
そ
の
具
体
化
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

米
軍
基
地
所
在
市
町
村

の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

沖
縄
米
軍
基
地
所
在
市
町

村
活
性
化
特
別
事
業
を
引

き
続
き
鋭
意
実
施
し
ま

す
。

対 前 年 度 比前 年 度
予 算 額

平成1６年度
概算要求･
要 望 額

事 項
比　率増△減額

124.2

100.0

279.5

110.6

118.0

100.0

100.0

105.5

115.6

115.3

116.1

106.6

116.4

100.0

98.9

108.1

132.7

116.3

6,681

0

4,807

30

1,500

0

0

343

43,478

41,735

40,349

1,168

218

0

△
7

56

1,695

50,159

27,662

100

2,679

286

8,317

5,000

5,000

6,280

279,635

273,154

251,083

17,692

1,328

3,051

609

691

5,180

307,297

34,343

100

7,486

316

9,817

5,000

5,000

6,623

323,113

314,889

291,432

18,860

1,546

3,051

602

747

6,875

357,456

㈵　基本的政策企画立案等経費

１　沖縄振興計画推進･評価調査費

２　沖縄における産業･科学技術振興関係経費

３　普天間飛行場等駐留軍用地跡地利用推進関係経費

４　沖縄米軍基地所在市町村活性化特別事業費

５　沖縄北部特別振興対策事業費

６　沖縄特別振興対策調整費等

７　その他

㈼　沖縄振興開発事業費等

１　沖縄振興開発事業費

(1)

 公共事業関係費

(2)

 沖縄教育･文化振興事業費

(3)

 沖縄保健衛生等対策諸費

(4)

 沖縄農業振興費

２　戦後処理経費

３　沖縄体験滞在交流促進事業等関係経費

４　沖縄振興開発金融公庫補給金等経費

計

平成16年度概算要求・要望額　　　　　　（単位：百万円、％）　

※上記要求額のほかにNTT無利子貸付償還時補助分にかかる産業投資特別会計に対する償還経費8,663百万円がある。



１　

貸
金
業
登
録
制
度
の
強
化

　

貸
金
業
登
録
の
審
査
に
つ
い
て
、
申

請
者
等
の
本
人
確
認
を
義
務
化
す
る
と

と
も
に
、
人
的
要
件
︵
例
え
ば
、
暴
力

団
員
の
排
除
︶
の
強
化
や
財
産
的
要
件

の
追
加
、
各
営
業
店
へ
の
主
任
者
の
設

置
の
義
務
付
け
に
よ
り
、
さ
ら
に
厳
格

な
登
録
審
査
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。①

暴
力
団
関
係
者
や
財
産
的
基
礎
を

有
し
な
い
者
等
の
登
録
拒
否
事
由

の
追
加

②
登
録
時
の
運
転
免
許
証
や
旅
券
等

に
よ
る
本
人
確
認
等
の
強
化

③
貸
金
業
者
登
録
簿
の
登
録
事
項
の

追
加

④
複
数
の
都
道
府
県
に
営
業
所
等
を

有
す
る
貸
金
業
の
登
録
免
許
税
を

九
万
円
か
ら
十
五
万
円
に
引
き

上
げ

２　

罰
則
の
大
幅
な
引
き
上
げ

　

高
金
利
貸
付
け
、
無
登
録
営
業
に
関

す
る
罰
則
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
高
金
利
を
要
求
す
る
行

為
そ
の
も
の
も
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま

し
た
。

◆
高
金
利
違
反
↓
五
年
以
下
の
懲
役
、

一
千
万
円︵
法
人
の
場
合
三
千
万
円
︶

以
下
の
罰
金

◆
無
登
録
営
業
↓
五
年
以
下
の
懲
役
、

一
千
万
円
︵
法
人
の
場
合
一
億
円
︶

以
下
の
罰
金

３　

違
法
な
広
告
、
勧
誘
行
為
の
規
制

　

無
登
録
業
者
の
広
告
、
勧
誘
行
為
に

つ
い
て
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

◆
罰
則
の
新
設
↓
百
万
円
以
下
の
罰
金

４　

違
法
な
取
立
行
為
の
規
制
強
化

　

正
当
な
理
由
の
な
い
夜
間
の
取
立

て
、
勤
務
先
等
居
宅
以
外
へ
の
電
話
や

訪
問
、
第
三
者
へ
の
弁
済
の
要
求
な
ど

行
っ
て
は
な
ら
な
い
取
立
行
為
の
具
体

例
に
つ
い
て
、
法
律
で
明
確
に
さ
れ
る

と
と
も
に
、
罰
則
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
︵
無
登
録
業
者
の
行
為
も
罰
則
の

対
象
と
な
り
ま
す
︶
。

◆
罰
則
の
引
き
上
げ
↓
二
年
以
下
の
懲

役
、
三
百
万
円
以
下
の
罰
金

５　

年
利
1
0
9
・
5
％
を
超
え
る
利
息　

　
　

で
の
貸
付
契
約
の
無
効
化

　

貸
金
業
者
が
1
0
9
・
5
％
を
超
え

る
利
息
で
の
貸
付
契
約
を
行
っ
た
場
合

に
は
、
当
該
契
約
は
無
効
で
あ
り
、
利

息
に
つ
い
て
は
一
切
支
払
う
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
年
利
2
9
・
2
％
を
超
え
る

利
息
は
出
資
法
違
反
と
な
り
罰
則
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
借
入
れ
の
際
に
は
、

利
息
が
年
2
9
・
2
％
を
超
え
て
い
な

い
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
年

2
9
・
2
％
と
は
、
元
本
一
万
円
に
つ

き
一
日
八
円
の
利
息
と
な
り
ま
す
。

　

資
金
需
要
者
へ
の
情
報
提
供　

　

貸
金
業
を
営
む
者
は
、
主
た
る
営
業

所
等
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長

ま
た
は
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

借
入
れ
を
す
る
前
に
、
業
者
の
登
録

4
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深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
ヤ
ミ
金
融
問
題
に
対
処
す
る
た
め
第
百
五
十
六
回
国
会
に
お
い
て
、

ヤ
ミ
金
融
対
策
法
︵
貸
金
業
規
制
法
及
び
出
資
法
等
の
一
部
改
正
法
︶
が
成
立
し
ま
し
た
。
金
融
庁
と

し
て
も
、
貸
金
業
登
録
制
度
の
強
化
に
よ
り
、
悪
質
な
業
者
が
安
易
に
貸
金
業
登
録
を
行
い
暴
力
団
等

か
ら
資
金
を
得
て
組
織
的
に
貸
付
け
を
行
う
と
い
っ
た
事
例
の
排
除
に
努
め
る
と
と
も
に
、
相
談
体
制

の
強
化
や
捜
査
当
局
等
関
係
機
関
と
の
一
層
の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。
ヤ
ミ
金
融
対
策
法
の
主
な
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
︵
２
、
３
及
び
５
は
平
成
十
五
年
九
月
一
日
に
施
行
︶。

� ��������

� ��������



の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
登
録
し

て
い
な
い
業
者
︵
ヤ
ミ
金
融
業
者
︶
か

ら
は
絶
対
に
借
り
な
い
こ
と
で
す
。

　

無
登
録
業
者
か
ら
の
借
入
れ
に
よ
る

被
害
の
未
然
防
止
の
た
め
、
金
融
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
全
国
の
財
務
局
ま

た
は
都
道
府
県
に
登
録
さ
れ
て
い
る
貸

金
業
者
の
登
録
内
容
︵
登
録
業
者
の
商

号
、
登
録
番
号
、
所
在
地
等
︶
を
検
索

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
財
務
局
登
録
番
号
を
詐
称
し
て
い

る
よ
う
な
悪
質
な
業
者
に
関
す
る
情
報

も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
情
報
や
ご
不
明
な
点
は
、
登

録
番
号
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
財
務

局
・
都
道
府
県
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

︵
金
融
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。︶
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は

じ

め

に

　

八
月
十
日
︵
日
︶、
沖
縄
県
民
待
望
の

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
︵
愛
称：

ゆ
い

レ
ー
ル
︶
が
開
業
し
、
初
日
に
故
障
に

よ
る
運
休
と
い
う
ト
ラ
ブ

ル
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ

の
後
は
当
初
の
予
想
を
上

回
る
好
調
な
利
用
者
数
を

記
録
し
続
け
て
い
ま
す
。

ゆ
い
レ
ー
ル
は
沖
縄
県
で

戦
後
初
め
て
の
定
時
・
定

速
の
軌
道
系
交
通
機
関
で

す
が
、
ゆ
い
レ
ー
ル
の
開

業
に
伴
い
、
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
レ
ン
タ
カ
ー
や
自

家
用
乗
用
車
、
バ
イ
ク
、

自
転
車
も
含
め
た
沖
縄
の

交
通
体
系
全
体
の
変
革
の

起
爆
剤
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄

総
合
事
務
局
は
沖
縄
県
、

那
覇
市
、
沖
縄
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル︵
株
︶そ
の
他
の
関

係
者
と
の
調
整
等
を
通

じ
、
こ
の
よ
う
な
交
通
体

系
全
体
の
変
革
を
加
速
す

る
べ
く
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
稿
で
は
ゆ
い
レ
ー
ル
の
登
場
に
よ
り

変
わ
り
つ
つ
あ
る
沖
縄
の
交
通
体
系
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

１

乗
合
バ
ス
の
変
化

　

ゆ
い
レ
ー
ル
の
開
業
に
伴
い
、
バ
ス

路
線
再
編
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
ゆ
い
レ
ー
ル
と
乗
合
バ
ス
の
合
理
的

機
能
分
担
や
連
携
の
強
化
を
狙
っ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
図
１
の
と
お

り
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
ゆ
い
レ
ー

ル
と
乗
合
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
が
円
滑
化

さ
れ
る
と
と
も
に
、
那
覇
市
の
都
心
部

を
通
過
す
る
乗
合
バ
ス
の
運
行
本
数
の

削
減
が
図
ら
れ
て
お
り
、
道
路
交
通
渋

滞
の
緩
和
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ゆ
い
レ
ー
ル
の
首
里
駅
と
接
続
す

る
高
速
バ
ス
路
線
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
中
部
と
那
覇
市
内
の
間
の
移

動
の
定
時
性
が
大
き
く
高
ま
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
路
線
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
民
事
再
生
法
に
基
づ
く
民
事
再
生

手
続
中
の
那
覇
交
通︵
株
︶
が
当
初
予
定

し
て
い
た
ゆ
い
レ
ー
ル
と
の
競
合
路
線

︵
９
番
小
禄
循
環
線
︶
の
廃
止
や
ゆ
い

レ
ー
ル
の
各
駅
と
そ
の
周
辺
を
循
環
す

る
路
線
︵
首
里
循
環
線
、
小
禄
循
環
線
︶

の
新
設
等
の
申
請
等
を
民
事
再
生
手
続

が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
間
、
取
り
下
げ

る
旨
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
同
社
は
今
後
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
バ
ス
路
線
の
再
編
を
実
施
し
た

い
と
の
意
向
で
あ
り
、
そ
の
早
期
実
施

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ゆ
い
レ
ー
ル
と
乗
合
バ
ス
の

間
で
乗
り
継
ぎ
割
引
を
導
入
す
る
検
討

が
関
係
者
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
導
入
が
行
わ
れ
た
場
合
、
沖
縄
で

は
従
来
あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
か
っ
た

乗
り
継
ぎ
と
い
う
交
通
形
態
の
普
及
が

進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
長
期
的
に
は
、

ゆ
い
レ
ー
ル
と
乗
合
バ
ス
の
み
な
ら

ず
、
現
在
は
技
術
的
な
問
題
等
か
ら
困

難
な
乗
合
バ
ス
間
の
乗
り
継
ぎ
割
引
が

可
能
と
な
る
環
境
が
整
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
在
、
様
々
な
関
係
者
が

ゆ
い
レ
ー
ル
の
各
駅
と
周
辺
地
域
を
結

ぶ
循
環
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
土
の
バ
ス

路
線
は
、
沖
縄
と
は
異
な
り
、
鉄
軌
道

の
駅
と
そ
の
周
辺
を
結
ぶ
比
較
的
短
い

距
離
の
路
線
が
そ
の
主
流
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
沖
縄
に
お
い
て
も
同
様

6
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の
バ
ス
路
線
の
設
定
が
進
む
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
路
線
長
が
短
い
路
線

は
、
路
線
長
が
長
い
路
線
に
比
べ
、
定

時
性
が
確
保
し
や
す
い
と
い
う
利
点
が

あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
路
線
の
設
定

が
進
め
ば
、
ゆ
い
レ
ー
ル
と
乗
合
バ
ス

を
含
め
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全

体
の
定
時
性
・
定
速
性
が
高
ま
っ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

２

タ
ク
シ
ー
の
変
化

　

沖
縄
県
は
全
国
で
最
も
都
道
府
県
民

一
人
当
た
り
の
タ
ク
シ
ー
の
利
用
回
数

が
多
い
県
で
あ
り
、
全
国
平
均
の
約
三

倍
の
回
数
の
利
用
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
は
、
鉄

軌
道
が
戦
後
存
在
せ
ず
、
ま
た
、
道
路

交
通
渋
滞
が
特
に
激
し
い
那
覇
都
市
圏

に
お
い
て
は
乗
合
バ
ス
の
定
時
性
・
定

速
性
が
乏
し
く
、
多
く
の
台
数
が
終
日

流
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
が
選
択
さ
れ
る

場
合
が
多
か
っ
た
︵
タ
ク
シ
ー
が
バ
ス

の
約
１
・
３
倍
の
輸
送
人
員
と
な
っ
て

お
り
、
全
国
平
均
で
あ
る
タ
ク
シ
ー
が

バ
ス
の
約
０
・
５
倍
と
比
べ
る
と
沖
縄

県
内
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
の
比
重
の
高

さ
は
際
だ
っ
て
い
ま
す
。︶
こ
と
や
、
沖

縄
県
の
最
大
の
玄
関
口
で
あ
る
那
覇
空

港
で
の
乗
合
バ
ス
の
利
便
性
が
低
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が

進
ん
で
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ゆ
い
レ
ー
ル
は
そ

の
沿
線
を
含
む
移
動
で
は
そ
の
高
い
定

時
性
・
定
速
性
や
少
人
数
の
場
合
は
タ

ク
シ
ー
よ
り
安
価
と
な
る
運
賃
、
接
客

態
度
上
の
問
題
の
少
な
さ
等
か
ら
タ
ク

シ
ー
に
比
べ
て
高
い
競
争
力
を
有
し
て

お
り
、
ゆ
い
レ
ー
ル
の
開
業
後
、
タ
ク

シ
ー
か
ら
ゆ
い
レ
ー
ル
へ
の
利
用
者
の

転
移
が
進
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
那

覇
空
港
に
お
い
て
は
、
一
日
当
た
り
数

百
台
規
模
で
利
用
者
の
減
少
が
見
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
他
の
駅
周
辺
で
の
移
動

で
も
相
当
程
度
の
利
用
者
が
ゆ
い
レ
ー

ル
に
転
移
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
単
純
な
転
移
の
み
な
ら

ず
、
途
中
ま
で
ゆ
い
レ
ー
ル
で
移
動
し

た
上
で
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
換
え
る
と
い

う
形
態
の
移
動
の
増
加
も
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
ゆ
い
レ
ー
ル
の
開
業
に
よ

り
、
那
覇
空
港
に
お
け
る
特
に
近
距
離

を
中
心
と
す
る
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
減

少
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
に
併

せ
、
従
来
の
近
距
離
乗
り
場
︵
那
覇
市

7
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図２　国際通りを通過する運行本数の変化

②国道58号線・国道330号線関連（①の内数）

削 減 率削減本数開 業 後開 業 前

−16％110580690
58　号　線
経　　　由

−28％86221307
330号線
経　　由

−20％196801997合　 計

（参考）おもろまち駅の駅前広場折り返しの本数：160本

①市内線・市外線別

削 減 率削減本数開 業 後開 業 前

−8％47524571市 内 線

−１２％1671,1831,350市 外 線

−11％2141,7071,921合　 計

③県道29号線（坂下通り）関連（①の内数）

削 減 率削減本数開 業 後開 業 前

−3％18634652合　 計
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及
び
周
辺
２
市
１
町
︶
と
遠
距
離
乗
り

場
︵
近
距
離
地
域
以
外
︶
の
区
分
を
近
・

中
距
離
乗
り
場
と
新
し
い
遠
距
離
乗
り

場
に
改
め
る
見
直
し
が
実
施
さ
れ
る
と

と
も
に
、
従
来
は
１
台
ず
つ
乗
車
・
発

車
し
て
い
た
も
の
を
混
雑
時
の
乗
車
時

間
を
短
縮
す
る
た
め
に
３
台
同
時
乗

車
・
発
車
が
可
能
な
よ
う
に
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。︵
図
３
、
４
︶
ま
た
、

駅
前
広
場
に
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
が
整
備

さ
れ
た
赤
嶺
駅
、
小
禄
駅
、
古
島
駅
に

お
い
て
は
入
構
契
約
制
を
採
用
し
、
苦

情
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
等
を
条
件
と

し
て
抽
選
の
上
契
約
し
た
事
業
者
の
み

が
入
構
す
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。

３

レ
ン
タ
カ
ー
の
変
化

　

沖
縄
県
内
に
は
現
在
年
間
平
均
１
万

台
の
レ
ン
タ
カ
ー
が
存
在
し
て
お
り
、

主
と
し
て
観
光
客
に
よ
る
利
用
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
者
の

大
部
分
の
営
業
所
は
現
在
、
那
覇
空
港

や
国
際
通
り
の
周
辺
に
存
在
し
て
お

り
、
那
覇
空
港
や
那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル

と
営
業
所
と
の
間
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等

で
送
迎
す
る
と
い
う
形
態
で
事
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
、
那
覇
市
の
天

久
新
都
心
地
区
へ
の
出
店
が
検
討
さ
れ

て
い
る
Ｄ
Ｆ
Ｓ
の
施
設
内
に
数
百
台
規

模
の
レ
ン
タ
カ
ー
駐
車
場
と
営
業
所
を

整
備
し
、
利
用
者
は
那
覇
空
港
か
ら
ゆ

い
レ
ー
ル
で
お
も
ろ
ま
ち
駅
ま
で
移
動

し
て
来
る
と
い
う
形
態
で
の
事
業
が
関

係
者
に
よ
り
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
仮

に
こ
れ
が
実
現
し
た
場
合
、
那
覇
空
港

周
辺
の
道
路
交
通
混
雑
の
緩
和
や
観
光

客
の
実
質
滞
在
時
間
の
拡
大
等
の
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

４

マ
イ
カ
ー
の
変
化

　

ゆ
い
レ
ー
ル
の
開
業
に
よ
り
、
従
来

の
マ
イ
カ
ー
利
用
者
が
ゆ
い
レ
ー
ル
や

ゆ
い
レ
ー
ル
と
他
の
公
共
交
通
の
利
用

へ
と
転
移
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
小
禄
駅
前
に
立
地
す

る
大
規
模
小
売
店
舗
と
沖
縄
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル︵
株
︶が
連
携
し
、
ゆ
い
レ
ー
ル

定
期
券
と
大
規
模
小
売
店
舗
の
商
品
券

の
購
入
者
に
対
し
平
日
昼
間
の
マ
イ

カ
ー
の
駐
車
を
可
能
と
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
応
募
が
あ
り
、
関
心
の
高
さ
を

う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。
今
後
、
ゆ
い

レ
ー
ル
と
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
自
転
車

等
を
組
み
合
わ
せ
た
移
動
形
態
が
普
及

す
る
に
従
い
、
マ
イ
カ
ー
利
用
の
減
少

と
こ
れ
に
伴
う
道
路
交
通
渋
滞
の
緩
和

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

５

自
転
車
の
変
化

　

沖
縄
県
内
に
お
い
て
は
、
従
来
、
夏

場
の
強
烈
な
暑
さ
や
盗
難
の
多
さ
等
を

背
景
と
し
て
通
勤
・
通
学
に
自
転
車
が

あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ゆ
い
レ
ー
ル
の
各
駅
に
駐
輪
場
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
土
と
同
様

に
自
転
車
と
ゆ
い
レ
ー
ル
を
組
み
合
わ

せ
た
形
で
の
通
勤
・
通
学
ス
タ
イ
ル
が

普
及
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
駅
前
に
自
転
車
店
を
開
店
す
る

方
が
出
た
り
、
自
転
車
レ
ン
タ
ル
の
事

業
化
の
検
討
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
今

後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

9

Special
Edition
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　農林水産省は、国民の健康の保護を最優先とした政府全体の新しい食品安全行政に的確に対応するための

指針として、６月２０日に「食の安全・安心のための政策大綱」を決定しました。その概要について紹介します。

大　大綱のねらい綱のねらい　

①　国民の健康の保護を最優先とした政府全体の新しい食品安全行政に的確に対応するための指針とし

て、食の安全・安心のための取組を推進

②　「消費者の視点に立った安全・安心な食料の安定供給」こそが農林水産業の発展につながる、「安心」と

「信頼」を確保するためには施策づくりへの国民の参画が重要であるという意識改革を徹底

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
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基　基本的考え方本的考え方　

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででできききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよようううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

　政府は、食品安全基本法の下、食品安全委員会がリスク評価を、農林水産省や厚生労働省等が分担・協力

してリスク管理を担当します。

　本大綱については、農林水産省ホームページ（アドレス：http://www.maff.go.jp/syoku_anzen/index1.htm）

に本文、ポイント、パンフレット等が掲載されているほか、内閣府沖縄総合事務局農林水産部消費・安全課

(Tel
098−866−0156)で入手できますので、ご利用いただければ幸いです。
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こ
の
た
び
、
揮
発
油
等
の
品
質
の
確

保
等
に
関
す
る
法
律︵
以
下﹁
品
確
法
﹂︶

の
改
正
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
高
濃
度

ア
ル
コ
ー
ル
含
有
燃
料
は
販
売
禁
止
と

な
り
ま
す
が
、
規
制
の
背
景
・
内
容
、

さ
ら
に
は
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
燃
料
に
つ
い
て

　

い
わ
ゆ
る
高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
含
有

燃
料
と
は
、
ガ
ソ
リ
ン
や
ナ
フ
サ
に
対

し
て
ア
ル
コ
ー
ル
類
及
び
エ
ー
テ
ル
類

を
大
量
に
︵
全
体
の
五
〇
％
を
超
え
る

割
合
で
︶
混
ぜ
た
燃
料
で
、
通
常
の
自

動
車
燃
料
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
︵
※
︶。

※
沖
縄
管
内
で
は
、
現
在
ま
で
高
濃
度

ア
ル
コ
ー
ル
含
有
燃
料
販
売
業
者
は
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
燃
料

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
三
年
六
月
に
発

生
し
た
車
両
火
災
事
故
を
契
機
と
し

て
、
平
成
十
三
年
九
月
に
、
経
済
産
業

省
及
び
国
土
交
通
省
が
共
同
で
、
機
械

工
学
、
金
属
腐
食
等
の
専
門
家
か
ら
な

る
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
高
濃
度
ア

ル
コ
ー
ル
含
有
燃
料
を
通
常
の
自
動
車

に
使
用
し
た
場
合
の
安
全
上
の
影
響
に

つ
い
て
検
証
試
験
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
検
証
試
験
で
は
、
自
動
車
の
運

航
時
に
自
動
車
内
部
で
燃
料
系
統
部
材

が
さ
ら
さ
れ
る
状
況
に
相
当
す
る
試
験

条
件
で
、
実
際
に
自
動
車
部
品
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
材
料
︵
ゴ
ム
、
樹
脂
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
︶
に
対
す
る
影
響
を
検

証
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
高
濃
度
ア

ル
コ
ー
ル
含
有
燃
料
は
、
実
際
に
自
動

車
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ゴ
ム
や
樹
脂
の

強
度
低
下
・
機
能
低
下
を
招
く
と
と
も

に
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
材
料
を
腐
食
さ
せ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
検
証
実
験
を
踏
ま
え
、
同

調
査
委
員
会
で
は
、
平
成
十
四
年
十
月

に
、﹁
ア
ル
コ
ー
ル
が
想
定
さ
れ
て
い

な
い
通
常
の
自
動
車
に
高
濃
度
ア
ル

コ
ー
ル
含
有
燃
料
を
使
用
す
る
こ
と

は
、
自
動
車
の
燃
料
系
統
部
品
を
腐

食
・
劣
化
さ
せ
る
危
険
性
が
存
在
し
、

安
全
上
問
題
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ

て
い
る
﹂
と
の
最
終
評
価
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
最
終
評
価
を
受
け
、
総
合
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
燃
料
政
策
小
委

員
会
に
お
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、﹁
消
費

者
保
護
の
観
点
か
ら
、
高
濃
度
ア
ル

コ
ー
ル
含
有
燃
料
に
つ
い
て
、
品
質
・

規
制
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
既
販
車

の
安
全
性
を
前
提
と
し
た
ア
ル
コ
ー
ル

添
加
の
許
容
値
を
設
定
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
﹂
旨
、
平
成
十
五
年
二
月
に
小

委
員
会
と
し
て
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
環
境
省
が
行
っ
た
調
査
で

は
、
高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
燃
料
を

使
用
す
る
と
、
大
気
汚
染
の
原
因
と
な

る
窒
素
酸
化
物
︵N

O
x

︶
が
増
加
す
る

傾
向
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
一

般
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
発
熱
量
が
ガ
ソ
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高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
燃
料
は

ク
ル
マ
の
安
全
に
Ｎ
Ｏ
！　

　

環
境
に
Ｎ
Ｏ
！

　

あ
な
た
の
ク
ル
マ
に
入
れ
る
と
危

な
い
、
高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
燃

料
。
燃
料
系
部
品
を
腐
食
・
劣
化
さ

せ
る
た
め
、
販
売
規
制
さ
れ
ま
す
。
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燃料系統部品の腐食を原因として、
火災が起きた事例

デリバリーパイプの腐食状況　98年型　走行距離
約17,000Km
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リ
ン
の
六
割
程
度
し
か
な
く
、
大
量
に

混
ぜ
て
使
用
し
た
場
合
、
エ
ン
ジ
ン
の

出
力
お
よ
び
燃
費
の
大
幅
な
低
下
が
生

じ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
実
と
検
討
を
踏
ま

え
、
経
済
産
業
省
は
、
消
費
者
の
安
全

確
保
を
図
り
、
必
要
な
安
全
面
及
び
環

境
面
で
の
規
制
を
実
施
す
る
観
点
か
ら

﹁
改
正
品
確
法
案
﹂
を
国
会
に
提
案
し

ま
し
た
。
本
法
案
は
衆
・
参
両
院
で
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
高

濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
燃
料
に
つ
い
て

も
、
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
と
い
っ
た
自
動

車
燃
料
と
同
様
に
同
法
の
安
全
・
品
質

規
制
の
対
象
と
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ

て
、
品
確
法
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
の
強

制
規
格
に
、
我
が
国
に
お
け
る
既
存
の

自
動
車
の
安
全
性
を
前
提
と
し
た
、
ア

ル
コ
ー
ル
許
容
値
︵
エ
タ
ノ
ー
ル
で
三

％
、
含
酸
素
化
合
物
︶
ア
ル
コ
ー
ル
類
、

エ
ー
テ
ル
類
等
︵
全
体
で
含
酸
素
率
で

一
・
三
％
ま
で
︶が
設
け
ら
れ
、
高
濃
度

ア
ル
コ
ー
ル
含
有
燃
料
の
よ
う
な
自
動

車
の
安
全
上
及
び
環
境
面
で
問
題
が
あ

る
燃
料
の
販
売
は
、
法
律
に
よ
り
禁
止

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
済
産
業
省
と
し
て
は
、
販
売
事
業

者
に
対
し
て
改
正
法
施
行
後
︵
本
年
八

月
二
十
八
日
以
降
︶
は
販
売
を
中
止
す

る
よ
う
に
指
導
し
て
参
り
ま
す
が
、
消

費
者
の
皆
様
に
お
い
て
も
、
高
濃
度
ア

ル
コ
ー
ル
含
有
燃
料
の
安
全
上
の
問
題

点
及
び
環
境
面
で
の
問
題
点
を
踏
ま
え

て
、
給
油
の
際
に
は
、
十
分
ご
注
意
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
通
常
の
自
動
車

に
ア
ル
コ
ー
ル
を
大
量
に
使
用
し
た
場

合
の
安
全
上
及
び
環
境
面
で
の
問
題
点

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
一
般
的
な
物
性
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ア
ル
コ
ー
ル

が
石
油
起
源
で
あ
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る

バ
イ
オ
︵
生
物
︶
起
源
で
あ
っ
て
も
、

何
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
も

ご
注
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

沖
縄
管
内
で
は
、
現
在
、
高
濃
度
ア

ル
コ
ー
ル
含
有
燃
料
を
販
売
す
る
事
業

者
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
全

国
ベ
ー
ス
で
は
以
上
の
よ
う
な
自
動
車

燃
料
を
巡
る
動
き
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
そ
れ
に
対
応
す
る
販
売
規
制
が
開

始
す
る
こ
と
を
ご
認
識
い
た
だ
き
、
今

一
度
ク
ル
マ
に
適
切
な
燃
料
に
つ
い
て

ご
確
認
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

︽
適
切
な
燃
料
の
確
認
ポ
イ
ン
ト
︾

○
ご
使
用
さ
れ
て
い
る
自
動
車
に
備
え

付
け
ら
れ
て
い
る
取
扱
説
明
書
や

ユ
ー
ザ
ー
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
指
定
さ
れ

て
い
る
燃
料
︵
指
定
燃
料
︶
が
何
で

あ
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。︵
無
鉛

プ
レ
ミ
ア
ム
ガ
ソ
リ
ン
、
無
鉛
ガ
ソ

リ
ン
等
︶

○
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
及
び
燃
料
系
統
部

品
は
指
定
さ
れ
た
燃
料
で
安
全
に
動

く
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
自
動
車
に
は
、
取
扱
説
明
書
等
で
指

定
さ
れ
た
燃
料
を
必
ず
ご
使
用
く
だ

さ
い
。

○
な
お
、
自
動
車
用
燃
料
で
あ
る
ガ
ソ

リ
ン
︵
揮
発
油
︶
は
、
法
律
に
基
づ

き
登
録
さ
れ
た
販
売
業
者
が
、
法
律

に
定
め
ら
れ
た
規
格
を
満
た
す
ガ
ソ

リ
ン
を
販
売
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

法
律
に
基
づ
き
登
録
さ
れ
た
販
売
業

者
は
、
給
油
所
内
の
見
え
や
す
い
と
こ

ろ
に
登
録
し
て
い
る
こ
と
を
提
示
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
標
準
的
な
品
質
基
準
の
ガ
ソ
リ
ン

を
販
売
す
る
給
油
所
で
は
、
計
量
器
に

Ｓ
Ｑ
マ
ー
ク
を
表
示
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
燃
料
を
お
求
め
の
際

に
は
、
Ｓ
Ｑ
マ
ー
ク
を
ご
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
燃

料
の
販
売
規
制
に
関
す
る
詳
し
い
情
報

は
、
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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ま
た
、
石
油
製
品
の
規
格
等
、
給
油

所
の
運
営
に
あ
た
っ
て
不
明
な
点
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
当
局
経
済
産
業
部
石

油
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
統
括
官

︵
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内
線
2
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3
〜
2
9
9
︶
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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金
融
庁
は
、
平
成
十
五
年
三
月
二
十

八
日
、﹁
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン

キ
ン
グ
の
機
能
強
化
に
関
す
る
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
を
発
表
し
ま
し

た
。
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン

グ
と
は
、
金
融
機
関
が
借
り
手
企
業
と

の
長
期
継
続
す
る
関
係
の
中
か
ら
、
経

営
者
の
資
質
や
事
業
の
将
来
性
等
に
つ

い
て
の
情
報
を
得
て
、
融
資
を
実
行
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
い
い
ま
す
。

　

今
回
発
表
さ
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
こ
の
よ
う
な
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
の
機
能
の

中
心
的
な
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ

る
、
中
小
・
地
域
金
融
機
関
の
機
能
の

強
化
と
持
続
可
能
性
の
確
保
に
向
け

て
、
今
後
、
各
金
融
機
関
や
金
融
当
局

が
取
り
組
む
べ
き
行
動
計
画
を
示
し
た

も
の
で
す
。

　

今
般
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し

て
、
以
下
の
二
つ
の
会
議
を
設
置
し
ま

し
た
。

﹁
沖
縄
地
区
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
サ
ポ
ー

ト
金
融
会
議
﹂
の
設
置
︵
六
月
十
二
日
︶

　

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
金
融
会

議
は
、
経
済
産
業
省
が
進
め
る
﹁
産
業

ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
﹂
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
す
る
企
業
と
地
元
金
融
機
関
と

の
交
流
提
携
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
後
、
こ
の

場
を
通
じ
て
、
有
望
な
研
究
開
発
企
業

へ
の
融
資
案
件
に
つ
な
が
る
な
ど
、
金

融
機
関
の
創
業
・
新
事
業
支
援
機
能
等

の
強
化
が
図
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

沖
縄
地
区
に
お
い
て
は
、
六
月
十
二

日
に
第
一
回
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
及
び
経

済
産
業
部
は
連
携
し
て
、
引
き
続
き
同

会
議
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

﹁
沖
縄
地
域
金
融
円
滑
化
会
議
﹂
の

設
置
︵
六
月
二
十
五
日
︶

　

地
域
金
融
円
滑
化
会
議
は
、﹁
顧
客

へ
の
説
明
態
勢
の
整
備
、
相
談
・
苦
情

処
理
機
能
の
強
化
﹂
策
と
し
て
、
貸
し

渋
り
・
貸
し
剥
が
し
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に

よ
り
金
融
当
局
に
寄
せ
ら
れ
た
情
報

や
、
各
金
融
機
関
等
に
寄
せ
ら
れ
た
苦

情
・
相
談
等
に
関
し
、
意
見
交
換
を
行

う
た
め
、
都
道
府
県
毎
に
金
融
当
局
、

中
小
・
地
域
金
融
機
関
及
び
関
係
業
界

団
体
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
十

五
年
度
か
ら
四
半
期
毎
に
開
催
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

沖
縄
地
区
に
お
い
て
は
、
六
月
二
十

五
日
に
第
一
回
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
議
で
は
、
当
局
か
ら
貸
し
渋

り
・
貸
し
は
が
し
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
受

付
状
況
等
の
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
関

係
業
界
団
体
及
び
各
金
融
機
関
等
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
相
談
・
苦
情
等
実
例
の
分

析
・
還
元
、
対
応
・
処
理
状
況
等
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
議
の
議

論
を
踏
ま
え
て
、
金
融
機
関
等
に
お
い

て
は
、
銀
行
法
及
び
金
融
商
品
販
売
法

等
の
趣
旨
に
沿
い
、
顧
客
に
対
し
て
適

切
な
説
明
を
す
る
よ
う
職
員
の
周
知
徹

底
を
図
る
こ
と
、
相
談
・
苦
情
処
理
体

制
の
強
化
に
向
け
て
、
引
き
続
き
改
善

に
努
め
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
と

と
も
に
、
関
係
業
界
団
体
に
お
い
て

も
、
金
融
機
関
の
相
談
・
苦
情
処
理
体

制
の
強
化
に
資
す
る
よ
う
必
要
な
協
力

を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
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財務部

※
﹁
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
の

機
能
強
化
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
﹂
を
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
金
融
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

h
ttp

:/
/
w
w
w
.fsa

.g
o
.jp
/
k
in
sa
i.h

tm
l

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

沖縄地区産業クラスターサポート金融会議



15

　

﹁
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
﹂
は
、
七
月

二
十
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
を

森
や
湖
に
親
し
み
な
が
ら
心
身
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
、
森
林
や
ダ
ム
な
ど
が
も

た
ら
す
水
資
源
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

国
民
の
関
心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
る

期
間
と
し
て
、
昭
和
六
十
二
年
度
に
制

定
さ
れ
今
年
で
十
七
回
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。
こ
の
期
間
に
は
全
国
各
地
の
ダ

ム
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ

れ
て
お
り
、
年
々
盛
ん
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

沖
縄
に
お
い
て
も
、
昭
和
六
十
二
年

の
福
地
ダ
ム
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
毎
年

ダ
ム
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
森
と
湖
に
親
し
み
、

ま
た
、
ダ
ム
の
役
割
、
及
び
自
然
環
境

の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
度
は
﹃
元
気
な
森
・
ゆ

た
か
な
水
・
ふ
れ
あ
い
の
湖
﹄
を
統
一

テ
ー
マ
に
全
国
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、

沖
縄
で
の
実
施
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

倉
敷
ダ
ム﹁
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
﹂

平
成
十
五
年
七
月
十
六
日
︵
水
︶

・
記
念
植
樹

平
成
十
五
年
八
月
三
日
︵
日
︶

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

・
う
な
ぎ
つ
か
み
取
り
大
会

漢

那

ダ

ム

ま

つ

り

平
成
十
五
年
七
月
二
十
七
日
︵
日
︶

︵
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
︶

・
宜
野
座
中
学
校
吹
奏
楽
部

・
漢
那
小
学
校
児
童
合
唱
団

・
宜
野
座
村
こ
ど
も
芸
能

・
花
火
等

︵
ス
テ
ー
ジ
外
イ
ベ
ン
ト
︶

・
カ
ヌ
ー
体
験

・
う
な
ぎ
つ
か
み
取
り

・
自
然
体
験
ク
イ
ズ

・
親
子
木
工
教
室

・
竹
細
工
教
室

・
ふ
れ
あ
い
牧
場

・
ス
ー
パ
ー
サ
ッ
カ
ー
等

福
地
ダ
ム
夏
休
み
自
然
体
験
会

平
成
十
五
年
八
月
十
七
日
︵
日
︶

・
湖
面
遊
覧

・
カ
ヌ
ー
体
験

・
玉
辻
山
の
散
策

・
福
地
川
川
遊
び

・
工
作
体
験

・
水
源
地
見
学
ツ
ア
ー
等

辺

野

喜

ダ

ム

ま

つ

り

平
成
十
六
年
三
月
二
日
︵
日
︶

・
カ
ヌ
ー
体
験

・
親
子
ダ
ム
施
設
見
学

・
乗
馬
体
験

・
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
、
倉
敷
ダ

ム
﹁
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
﹂、
漢
那
ダ

ム
ま
つ
り
、
福
地
ダ
ム
夏
休
み
自
然
体

験
会
で
は
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と

も
あ
り
各
行
事
に
お
い
て
、
一
万
八
千

七
百
名
余
り
の
参
加
者
が
あ
り
大
成
功

で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開発建設部

その４BUSINESS

REPORT

漢那ダムまつり（うなぎつかみ取り）

漢那ダムまつり（カヌー体験）

漢那ダムまつり（漢那小学校児童合唱団）



　

屋上バケツ稲の稲刈り体験

　８月６日（水）、沖縄総合事務局

西庁舎屋上で稲刈りが行われまし

た。当日は、那覇市立さつき小学

校の５年生児童３名と先生方２名

に参加してもらい、鎌を使って稲

刈り作業を体験していただきまし

た。現在さつき小学校では、校内

の田んぼとバケツで稲作に挑戦し

ており、今回は刈り取り前の成熟

して黄金色になった稲の観察を兼

ねて、学校の水田で９月頃予定の

収穫の練習ということでお招きし

ました。

　稲刈りは最初は難しそうでした

が、だんだん鎌の使い方や力の加

減などが慣れてきてあっという間

に終了し、１８個のバケツ稲では物

足りない感じでした。収穫した稲

は１０日ほど乾燥して脱穀、もみす

り、精米して試食の予定です。

　バケツ稲自体は毎年ＪＡ中央会

が、申し込みのあった全国の小学

校で実施しており、県内でも取り

組んでいる小学校も多いようで

す。また、初めて取り組む学校や

先生方からは、芽だしや育苗の方

法など育て方についての問合わせ

も多く、説明を受けたあとは実際

栽培に取り組んでいて、ペットボ

トルやバケツを使用するほか、さ

つき小学校のように田んぼを作る

ところもあります。　今後も稲作

をはじめ、農作物の栽培体験をと

おして食に対する関心が高まって

いくことを期待しています。

　

『米州開発銀行沖縄総会沖縄総合事

務局準備本部』の設置について

　平成15年7月7日(月)、「米州開

発銀行沖縄総会沖縄総合事務局準

備本部」を沖縄総合事務局内に設

置し、看板掲揚式を行いました。

　これは、去る平成15年3月26日

(水)、米州開発銀行ミラノ総会に

おいて、2005年4月10日(日)〜12

日(火)の間、第46回米州開発銀行

年次総会が沖縄県で開催されるこ

とが正式に決定されたことを受け

たものです。

　準備本部は、沖縄総合事務局長

を本部長、両次長を副本部長、各

部長を本部員として構成され、財

務部内に設置された事務局は、財

務部長を事務局長とする9名体制

（２名は兼務）となっています。

　一方、地元の受入体制として、

平成15年8月18日(月)に、沖縄県

及び経済団体等からなる「米州開

発銀行沖縄総会沖縄実行委員会」

（会長：稲嶺県知事）が県庁内に設

置されました。

　今後は、地元の実行委員会と密

接に協力しながら、2005年米州

開発銀行沖縄総会の準備作業を進

めていくこととしています。

　

那覇第２地方合同庁舎（１号館）
の落成式を挙行

　去る8月１９日（火）、那覇第２地

方合同庁舎（１号館）の落成式が、

関係者約１５０名の参加のもと、同

庁舎２階の共用大会議室において

挙行されました。

　落成式は、山口修沖縄総合事務

局次長の式辞に始まり、工事経過

報告、感謝状の贈呈、来賓祝辞、

祝電披露、岩崎修沖縄労働局長の

謝辞と、滞りなく執り行われまし

た。

　那覇第２地方合同庁舎（１号館）

は、平成１３年３月に着工して以

来、鋭意、建設が進められ、本年

６月末に「１号館」として完成し、

７月末から８月初旬にかけて、順

次、各官署の移転が行われ、入居

７官署の移転が全て完了しており

ます。

　なお、沖縄総合事務局が入居す

る予定の２号館の建設、さらに、

その後の３号館の建設について

は、早期着工に向けての要求を

行っているところであります。

※１号館入居官署（７官署）
○内閣府　沖縄総合事務局　那覇統計・情
報センター

○総務省　沖縄行政評価事務所
○原子力安全・保安院　那覇鉱山保安監督
事務所

○国土交通省　沖縄船員地方労働委員会
○厚生労働省　沖縄労働局
○厚生労働省　沖縄労働局　那覇労働基準
監督署

○独立行政法人　国立印刷局　沖縄事務所
（沖縄政府刊行物サービス・センター）
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平成１５年『海の月間』について

　祝日「海の日」は、周りを海に
囲まれた我が国が、古くから文化
の交流、人や物の輸送、食料とし
ての水産資源など、様々な分野で
海の恩恵を受けてきたことから、
国民に、海の重要性を認識しても
らおうとする日として、平成８年
に制定されました。
　この「海の日」の意義を広く理
解していただくため、７月１日か
ら７月３１日までを「海の月間」と
し、全国各地で多彩な行事が展開
され、管内においても、「著名人に
よる一日船長」、「港まつり」、「中
学生海の絵画コンクール展示会」
等の行事が行われました。
　大型客船の一日船長を務めた那
覇観光キャンペーンレディーの吉
直加恵さんは「船での旅は、私達
に夢とロマンを与えてくれます。
今後とも安全航海に努めてくださ
い。」と、船員や関係者に向けて
メッセージしました。
　この他、行事の一環として海事
功労者表彰式典を、「海の日」の翌
２２日、那覇市内のホテルで開催
し、海運、港湾、海洋環境保全関係
者等、２８名の方々を表彰しました。
　また、同式典においては、絵画
コンクール受賞者への表彰式も行
われ、金賞受賞の里盛みずきさん
は謝辞で「絵の具の色の使い方に
よって海の雰囲気が違ってきま
す。自分は、美しい海を描くよう
一生懸命工夫しました。美しい海
がいつまでも残るようにしていき
たいです。」と述べ、海と人間の望
ましい関わり方について示唆して
くれました。

　

海の日２００３I N 那覇・平良・石垣港
　２００３年７月20日〜26日の期間、那覇港、

平良港、石垣港において海の日のイベント

が開催されました。クルーズイベント等へ

の参加者は延べ２,６００人余り、盛況の内に幕

を閉じました。

　那覇港では７月20日〜２１日の２日間、大

型水中観光船オルカによる那覇港湾施設巡

り、那覇港湾施設パネル展が開催されまし

た。那覇港施設巡り参加者からは「海側か

ら港を見ていろんな施設があることがわ

かった」、「海がきれいで眺めがよい」、「ま

た家族で参加したい」等の好評を得ました。

また、同日とまりん広場で「ペリー来航１５０

周年記念イベント『アメリカンフェスタ』」

が催され、多数の観光客等も参加しました。

　平良港では、７月26日、ハーリー大会、青空

市場、巡視船体験航海等が開催されました。

ハーリーは宮古まつりのイベントの一つで

もあり、１等賞品のやぎ１頭をめぐる男達の

戦いに、見物客が大いに盛り上がりました。

　石垣港では、体験セーリング、石垣港ク
ルージング、船上コンサートが開催され、
多数の観客で賑わいました。同日行った今
後整備予定のシーサー灯台に関するアン
ケートでは、賛成９割以上と地元の期待が
伺えました。また、開催イベントについて
も殆どの方から「楽しかった」等の好意的
な意見を頂きました。

　例年、各港での海の日のイベントは好評

を得ており、今後、更にみんなに親しまれ

るみなとを目指し、海の日のイベントを継

続していきたいと考えています。

　

　

エネルギー・シンポジウム2003
in 沖縄の開催

　経済産業部では、エネルギーの

現状について理解を深め将来のエ

ネルギーを考える機会をつくるた

め、一般市民等を対象とした「エ

ネルギー・シンポジウム2003
in


沖縄」を８月２１日に那覇市内で開

催しました。

　はじめに、（社）日本消費生活アド

バイザー協会の野口博子氏が「エ

ネルギーを見直そう」と題して基

調講演を行い、省エネラベル制度

の紹介や新エネ導入の必要性につ

いての説明を行いました。

　引き続き行われたパネルディス

カッションでは、琉球大学の堤純

一郎教授のコーディネートの下、

基調講演者の野口博子氏、沖縄電

力（株）の新城文博氏、（財）沖縄電気

保安協会の照喜名弘光氏、那覇市

役所の横山芳春氏の４氏のパネリ

ストが、新エネの導入、省エネの

実践、支援制度等について各自の

取組み状況等について説明や意見

交換が行われました。堤コーディ

ネーターが、「新エネ導入と省エ

ネの実践は表裏の関係であり、電

気を作りながら効率よく使うこと

がステータスとなるような価値観

を持つことが求められている。」と

シンポジウムを締め括りました。
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平
成
十
五
年
五
月
十
四
日
、
糸
満
市
︵
糸

満
市
役
所
︶
に
お
い
て
﹁
沖
縄
の
地
域
振
興

︵
今
後
の
課
題
︶﹂
と
の
表
題
の
も
と
、
安
達

前
政
策
統
括
官
︵
沖
縄
担
当
︶
が
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
三
回
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
要
旨
を
掲

載
し
ま
す
。

　

過
分
の
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
恐

縮
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
日
は
、
何
も
資
料
を
お
持
ち
し
な
く
て

申
し
訳
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
紹
介

ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
約
六
年
前
に
内
閣

官
房
の
沖
縄
問
題
担
当
室
長
で
行
っ
て
こ
い

と
い
う
こ
と
で
通
産
省
の
方
か
ら
言
わ
れ

て
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
約
六
年
沖

縄
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん

つ
ぶ
し
の
き
か
な
い
人
間
に
な
っ
て
き
た
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ

と
や
や
経
緯
め
い
た
こ
と
も
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
六
年
に
わ
た
っ
て
私
が
ト
ラ
イ
し
て

き
た
こ
と
は
、
沖
縄
の
地
域
産
業
振
興
、
沖

縄
の
産
業
振
興
、
経
済
振
興
と
い
う
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
そ
の
考
え
で
行

動
を
し
て
、
二
年
ほ
ど
前
で
す
か
、
こ
ち
ら

で
二
十
一
世
紀
プ
ラ
ン
の
話
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、
そ
の
後
も
含
め
て
ず
っ
と
考

え
、
い
ろ
い
ろ
な
行
動
を
し
て
き
て
、
さ
ら

に
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
も
、
そ
の
後
も
少
し
考
え

方
を
整
理
す
る
経
験
も
あ
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
て
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

企
業
誘
致
と
地
場
の
産
業
振
興
と
い
う
の

は
車
の
両
輪
だ
と
思
う
ん
で
す
。
地
場
の
産

業
を
ど
う
育
て
る
か
、
そ
れ
か
ら
新
し
い
も

の
を
外
か
ら
ど
う
引
っ
張
っ
て
く
る
か
。
そ

し
て
、
両
方
で
新
し
い
雇
用
機
会
を
ど
う

生
ん
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
わ
け
で

す
。
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
私
が
い
ろ
い
ろ

口
酸
っ
ぱ
く
し
て
お
話
し
た
い
と
思
う
こ
と

の
ほ
と
ん
ど
は
、
沖
縄
で
県
レ
ベ
ル
で
は
相

当
理
解
が
進
ん
で
き
た
な
と
思
っ
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
ま
だ
や
は
り
一
部
の
自
治

体
で
は
、
企
業
誘
致
と
い
う
も
の
が
わ
か
っ

て
い
た
だ
け
て
い
な
い
な
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
ず
第
一
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
企
業
誘

致
は
自
治
体
に
と
っ
て
の
外
交
だ
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
外
交
は
、
超
党
派

外
交
で
な
い
と
だ
め
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
い

ま
す
。
市
町
村
の
役
場
と
議
会
、
あ
ら
ゆ
る

関
係
者
が
一
つ
の
考
え
方
、
一
致
し
た
誘
致

の
方
針
の
も
と
で
全
員
上
げ
て
歓
迎
な
ん
だ

と
い
う
こ
と
で
取
り
組
ま
な
い
と
、
企
業
は

い
ろ
い
ろ
企
業
誘
致
に
関
し
て
い
ざ
こ
ざ
を

起
こ
し
て
お
る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
は
恐
ろ
し

く
て
出
て
行
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
を
最
初
に
申
し
上
げ
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
十

年
以
上
前
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
静
岡
県

の
商
工
部
長
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
通
産
省
に
帰
り
ま
し
て
、
立
地
公
害
局

の
立
地
政
策
課
長
と
い
う
の
を
や
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
、
き
の
う
泊
ま
ら
せ
て
︵
ス

ポ
ー
ツ
ロ
ッ
ジ
糸
満
に
︶
い
た
だ
い
て
び
っ

く
り
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
通
産
省
の
産

業
再
配
置
促
進
費
補
助
金
が
入
っ
て
い
る
と

い
う
の
を
全
然
、
知
ら
な
く
て
び
っ
く
り
し

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
ん
な
こ
と
も
や
っ

て
お
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
い
ま
の
沖
縄
の
仕
事
と
、
静
岡
県

の
仕
事
と
の
比
較
で
い
く
つ
か
申
し
上
げ
ま

す
と
、
一
つ
は
、
静
岡
に
い
た
と
き
に
、
こ

れ
は
私
、
商
工
部
長
ひ
と
り
の
仕
事
で
は
な

く
て
県
庁
あ
げ
て
の
取
り
組
み
、
私
が
商
工

部
長
に
な
る
前
か
ら
の
取
り
組
み
だ
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
東
京
に
企
業
誘
致
部
と
い
う
の

を
置
い
て
、
と
い
っ
て
も
こ
れ
は
県
庁
の
部

長
ク
ラ
ス
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
現
地
名

称
で
東
京
で
は
部
長
と
い
う
名
称
を
使
っ
て

よ
ろ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
曲
が
り
な
り
に

も
静
岡
県
企
業
誘
致
部
長
と
い
う
名
前
の
名

刺
を
持
っ
た
人
が
企
業
を
日
参
し
た
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

静
岡
県
と
い
う
の
は
、
ご
存
知
の
よ
う
に

日
本
列
島
の
中
で
ち
ょ
う
ど
お
へ
そ
に
当
た

る
、
中
心
の
地
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で

い
ま
は
Ｃ
Ｄ
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ど
う

な
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
例
え

ば
、
か
つ
て
レ
コ
ー
ド
の
全
国
的
な
配
送
拠

点
と
い
う
の
は
静
岡
だ
っ
た
ん
で
す
。
つ
ま

り
、
一
番
日
本
列
島
の
中
心
に
あ
り
ま
す
か

ら
、
物
流
の
セ
ン
タ
ー
と
い
う
こ
と
で
、
一

番
中
心
部
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い

う
非
常
に
恵
ま
れ
た
場
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。

東
名
高
速
が
走
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら

新
幹
線
が
東
京
か
ら
大
阪
ま
で
十
五
駅
の
う

ち
の
六
つ
ぐ
ら
い
は
静
岡
県
で
し
ょ
う
か
。

三
島
、
熱
海
、
新
富
士
、
静
岡
、
掛
川
、
浜

松
、
も
の
す
ご
く
恵
ま
れ
た
県
で
ご
ざ
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
東
京
で
企
業
誘
致
説
明

会
な
ん
か
部
長
が
出
か
け
て
や
っ
て
百
社
ぐ

ら
い
来
た
ら
、
大
体
三
社
ぐ
ら
い
は
必
ず
そ

の
後
誘
致
が
決
ま
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
す

ご
く
恵
ま
れ
た
県
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
東
京
に
企
業
誘
致
部
長
を
置
い

て
、
何
名
か
の
専
従
者
を
置
い
て
、
毎
日
の

よ
う
に
企
業
を
訪
問
し
て
や
っ
て
い
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
私
が
沖
縄
問
題
を
担
当
し
た

六
年
前
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ま
は
違
う
ん
で

す
け
ど
、
沖
縄
の
体
制
は
と
い
う
と
、
東
京

に
県
の
企
業
誘
致
担
当
者
は
一
人
も
い
な
い

で
す
。
そ
れ
で
、
中
小
企
業
事
業
団
を
辞
め

た
沖
縄
の
人
で
な
い
年
輩
の
人
が
嘱
託
で
一

人
、
沖
縄
県
の
企
業
誘
致
活
動
を
東
京
事
務

所
で
正
式
な
職
員
で
も
な
く
て
一
人
や
っ
て

い
る
だ
け
と
い
う
実
態
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
数
年
で
随
分
強
化
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
企
業
誘
致
説
明
会
も

去
年
大
阪
の
方
に
私
も
ち
ょ
っ
と
出
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
非
常
に
感
激
し
た
の
は
、
県

の
企
業
誘
致
説
明
会
が
前
の
時
代
に
比
べ
る

と
非
常
に
ス
マ
ー
ト
に
な
っ
て
、
そ
れ
で
説

得
力
も
出
て
き
て
、
こ
の
間
い
ろ
い
ろ
地
域

制
度
も
充
実
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
説
明
す
る
施
策
に
事

欠
か
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
と
も
う
一
つ
、
一
生
懸
命
努
力

し
た
結
果
、
既
に
誘
致
の
実
績
が
上
が
っ

て
、
そ
し
て
誘
致
説
明
会
に
、
進
出
し
た
企

業
の
代
表
者
が
説
明
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
は
一
番
説
得
力
が
あ
る
ん
で
す
。

県
の
方
が
い
く
ら
我
が
県
は
い
い
と
こ
ろ
で

す
よ
と
言
っ
て
も
、
み
ん
な
我
田
引
水
で
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
し
か
聞
か
な
い
け
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ど
、
実
際
に
そ
の
企
業
が
沖
縄
に
進
出
し

て
、
こ
こ
は
ほ
ん
と
に
い
い
と
言
っ
て
、
心

底
い
い
と
言
っ
て
説
明
し
て
く
れ
る
と
、

み
ん
な
そ
れ
は
客
観
的
な
事
実
だ
と
い
う
こ

と
を
わ
か
っ
て
、
説
得
力
が
出
て
く
る
。
そ

う
い
う
工
夫
な
ん
か
も
さ
れ
て
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
の
使
い
方
な
ん
か
も
非
常
に
ス
マ
ー

ト
に
な
っ
て
き
て
、
非
常
に
よ
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

静
岡
と
の
関
係
で
そ
の
点
が
一
つ
で
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
情
報
通
信
の
関
係

で
す
け
れ
ど
も
、
静
岡
県
に
い
た
と
き
に
、

私
は
通
産
省
の
頭
脳
立
地
法
と
い
う
法
律

と
、
地
域
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
法
と
い
う
二
つ
の

法
律
で
通
産
省
か
ら
何
億
円
か
引
き
出
し

て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
と
い
う
の
は
、
今

は
あ
ま
り
評
判
よ
く
な
い
で
す
け
れ
ど
、
い

わ
ゆ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
会
社
を
つ

く
っ
て
、
そ
れ
で
Ｉ
Ｔ
の
高
度
人
材
育
成
と

い
う
の
を
浜
名
湖
の
方
で
や
っ
て
、
こ
れ
は

い
ま
も
全
国
で
ト
ッ
プ
水
準
の
成
果
を
上
げ

て
い
る
三
セ
ク
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
に
、
静
岡
県
で
そ
う
い
う
こ
と

を
や
る
可
能
性
と
い
う
か
、
実
現
性
は
あ
る

と
い
う
ふ
う
に
見
ま
し
た
の
は
、
つ
ま
り
情

報
処
理
産
業
が
地
方
で
さ
ら
な
る
集
積
が
可

能
か
ど
う
か
と
い
う
と
き
に
、
当
時
言
わ
れ

て
い
た
絶
対
条
件
と
い
う
の
は
二
つ
あ
り
ま

し
た
。
一
つ
は
、
そ
れ
な
り
の
人
材
育
成
の

基
礎
的
な
体
制
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
と

い
う
の
が
一
つ
の
絶
対
条
件
で
し
た
。
つ
ま

り
、
例
え
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
専
門
学
校
と

か
、
大
学
で
あ
れ
ば
も
っ
と
い
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
う
い
う
人
材
育
成
の
体
制
が
あ

る
程
度
既
に
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う

基
礎
的
な
人
材
育
成
の
体
制
と
い
う
の
が
第

一
の
条
件
。
も
う
一
つ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
使
っ
た
情
報
処
理
需
要
と
い
う
も
の
が
そ

の
地
域
に
一
定
程
度
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

の
が
第
二
の
絶
対
条
件
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

情
報
通
信
関
連
産
業
の
立
地
要
因
、
一
番
重

要
な
要
因
は
何
か
と
い
う
と
き
に
、
当
時
言

わ
れ
た
の
は
そ
の
二
つ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
二
つ
は
、
い
ず
れ
も
静
岡
県
は
か

な
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
わ
け
で

す
け
れ
ど
も
、
情
報
処
理
需
要
と
い
う
面
で

い
く
と
、
静
岡
県
の
場
合
は
、
例
え
ば
、
必

ず
し
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
よ
る
情
報
処

理
の
ニ
ー
ズ
と
工
業
化
と
い
う
も
の
と
の
関

係
と
い
う
の
が
比
例
と
は
い
え
な
い
か
も
し

れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
静
岡
県
の
工
業
出

荷
額
の
全
国
割
合
と
い
う
の
は
５
％
ぐ
ら
い

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
け
ど
、
こ
れ
は
す
ご
い

数
字
で
、
九
州
全
県
合
わ
せ
た
も
の
と
ほ
ぼ

同
じ
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
だ
け
の
産
業
活

動
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
情
報
処

理
需
要
も
当
然
か
な
り
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

そ
う
い
う
情
報
産
業
と
い
う
も
の
は
静
岡
県

に
は
非
常
に
根
付
い
て
い
な
い
。
ほ
と
ん
ど

の
情
報
の
処
理
は
東
京
が
多
い
の
で
し
ょ
う

け
れ
ど
も
、
県
外
に
流
出
す
る
。
情
報
処
理

需
要
が
あ
り
な
が
ら
、
実
際
の
情
報
処
理
を

県
外
で
行
っ
て
い
る
、
県
外
に
依
存
し
て
い

る
と
い
う
、﹁
情
報
処
理
流
出
﹂
ワ
ー
ス
ト
３

の
県
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
県
内
に
取

り
戻
す
こ
と
は
、
十
分
体
制
が
整
い
、
高
度

人
材
が
育
成
で
き
て
く
れ
ば
、
十
分
可
能
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
や
っ
た
わ
け
で

す
。

　

こ
の
話
を
縷
々
致
し
ま
し
た
の
は
、
静
岡

と
比
べ
て
の
沖
縄
と
い
う
こ
と
を
見
た
と
き

に
、
製
造
業
と
い
う
面
で
み
る
と
や
は
り
輸

送
コ
ス
ト
の
問
題
と
絡
め
て
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
情
報
通
信
は
と
い
う
と
、
こ
れ

も
当
時
の
十
何
年
前
の
私
が
静
岡
県
で
Ｉ
Ｔ

に
取
り
組
ん
で
い
た
頃
の
二
大
要
件
と
い
う

基
準
で
い
く
と
、
こ
れ
ま
た
沖
縄
の
場
合
、

一
定
の
情
報
処
理
の
人
材
育
成
の
基
盤
は
で

き
て
い
る
。
こ
れ
は
沖
縄
で
も
そ
う
で
し
ょ

う
。
情
報
処
理
需
要
が
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
く
る
と
、
沖
縄
の
情
報
処
理
需
要
と
い
う

の
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
と
は
思
え
な
い
と
い

う
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

私
が
沖
縄
と
関
わ
っ
て
間
も
な
く
、
岡
本

行
夫
さ
ん
が
首
相
補
佐
官
を
さ
れ
て
、
い
わ

ゆ
る
島
田
懇
談
会
事
業
と
し
て
嘉
手
納
の
開

発
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
岡
本
行

夫
さ
ん
の
部
屋
で
島
田
晴
雄
さ
ん
と
か
、
皆

さ
ん
、
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
で
、﹁
安
達
さ
ん
何

か
い
い
知
恵
が
な
い
で
す
か
﹂
と
言
う
か
ら
、

私
は
﹁
こ
れ
か
ら
沖
縄
は
情
報
通
信
関
連
産

業
の
集
積
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
﹂

と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
話
を
し
た
背

景
は
、
私
は
静
岡
で
や
っ
て
い
た
頃
と
違
っ

て
き
て
い
て
、
よ
う
す
る
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
と
い
う
の
は
も
の
す
ご
い
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
情
報
処
理
の
需
要
地
か
ら

離
れ
て
い
て
も
、
情
報
処
理
関
連
の
業
務
を

離
れ
た
所
で
で
き
る
時
代
に
よ
う
や
く
な
っ

て
き
た
と
い
う
、
こ
こ
数
年
の
変
化
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
れ
を
感
じ
て
い
た
も
の
で
す
か

ら
、
沖
縄
で
で
き
ま
す
よ
と
い
う
よ
う
な
こ

と
で
、
で
は
そ
れ
で
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
、
そ
れ
で
嘉
手
納
の
場
合
は

事
始
と
い
う
こ
と
で
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
パ
ソ
コ
ン

ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
い

う
の
を
誘
致
し
た
の
で
す
が
、
私
も
Ｎ
Ｅ
Ｃ

の
専
務
の
と
こ
ろ
に
も
行
き
ま
し
て
、
ひ
と

つ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
い
う
こ
と
を

一
社
一
社
訪
ね
て
、
沖
縄
に
来
て
く
れ
と
い

う
こ
と
で
誘
致
活
動
を
私
自
身
が
や
っ
た
わ

け
で
す
。

　

そ
し
た
ら
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
方
は
、
﹁
ほ
か
に
例

が
あ
り
ま
す
か
﹂
と
い
う
の
で
、﹁
い
や
、
あ

り
ま
せ
ん
﹂
と
。
﹁
例
の
な
い
こ
と
を
や
る
の

は
き
つ
い
﹂
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
、﹁
だ
か

ら
日
本
の
大
企
業
は
だ
め
な
ん
だ
な
﹂
と
い

う
感
じ
が
非
常
に
し
ま
し
た
。
ほ
ん
と
に
横

並
び
主
義
で
、
ほ
か
の
企
業
が
や
っ
て
い
る

こ
と
な
ら
や
る
が
、
ほ
か
の
企
業
が
や
っ
て

い
な
い
こ
と
は
や
ら
な
い
。
こ
れ
が
日
本
の

不
況
の
最
大
の
原
因
で
は
な
い
か
と
今
も

思
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
幸
い

Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
立
派
で
、﹁
や
り
ま
し
ょ
う
﹂
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
い
ま
も
嘉
手

納
町
で
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
嘉
手
納
町
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長
が
一
生
懸
命
、
人
材
育
成
で
や
っ
て
い
た

嘉
手
納
外
語
塾
の
卒
業
生
が
相
当
そ
こ
に

入
っ
て
活
躍
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

私
が
取
り
組
み
だ
し
て
か
ら
で
す
け
れ
ど

も
、
こ
の
約
五
年
間
で
九
十
社
ぐ
ら
い
の
新

規
進
出
が
実
現
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
も
う
私
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
ど
ん

ど
ん
決
ま
っ
て
い
る
。
正
確
に
い
う
と
こ
の

九
十
社
と
い
う
の
は
、
六
十
社
ぐ
ら
い
が
県

外
で
、
県
外
の
も
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
全
く

の
新
規
進
出
で
す
。
た
だ
、
進
出
等
と
言
っ

て
い
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
九
十
社
の
う

ち
三
十
社
ぐ
ら
い
は
、
例
え
ば
那
覇
で
こ
れ

ま
で
五
人
で
ソ
フ
ト
会
社
を
や
っ
て
い
た
け

れ
ど
も
、
今
度
あ
る
と
こ
ろ
で
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
ト
施
設
が
で
き
た
の
で
、
今
ま
で
五
人

で
や
っ
て
い
た
け
ど
今
度
新
た
に
十
人
の
新

規
の
部
門
を
つ
く
っ
て
、
そ
こ
で
新
た
に
追

加
的
な
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
り
ま
す
と
い

う
ふ
う
に
、
我
々
の
活
動
が
き
っ
か
け
に

な
っ
て
、
そ
う
い
う
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
上

乗
せ
が
県
内
企
業
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
の

が
三
十
社
ぐ
ら
い
。
三
分
の
二
ぐ
ら
い
は
ま

さ
に
東
京
と
か
大
阪
と
か
、
横
浜
と
か
と
い

う
と
こ
ろ
で
出
て
き
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
そ
れ
と
県
内
企
業
の
事
業
拡
大
を

あ
わ
せ
て
九
十
社
ぐ
ら
い
、
お
そ
ら
く
あ
と

一
年
ぐ
ら
い
の
間
に
百
社
の
新
規
進
出
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
以
前
は
ど
う
だ
っ
た
か
と

い
う
と
、
十
年
間
ぐ
ら
い
企
業
進
出
は
０
社

だ
っ
た
わ
け
で
す
。
全
く
な
か
っ
た
ん
で

す
。
し
か
し
、
や
っ
た
ら
で
き
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
情
報
通
信
と
い
う
と
こ
ろ
の
技
術
の

変
化
の
流
れ
と
い
う
か
、
こ
れ
は
誰
で
も
皆

さ
ん
で
も
、
ご
存
知
の
よ
う
な
事
実
関
係
の

積
み
上
げ
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
の
認

識
の
問
題
で
す
け
れ
ど
も
、
よ
う
す
る
に
時

代
が
変
わ
っ
て
き
て
、
十
年
前
、
十
五
年
前
、

二
十
年
前
で
は
、
ま
だ
や
は
り
大
き
な
ホ
ス

ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
あ
っ
て
と
い
う
世
界
が

パ
ソ
コ
ン
の
時
代
に
な
っ
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
普
及
を
し
て
、
と
い
う
よ
う
な
こ

と
で
、
い
ま
の
パ
ソ
コ
ン
と
い
っ
た
っ
て
昔

の
大
型
計
算
機
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
処
理
能
力

が
あ
っ
て
、
そ
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ

て
と
い
う
時
代
の
変
化
で
、
何
も

東
京
で
業
務
を
や
ら
な
く
て
も
沖

縄
で
十
分
や
っ
て
い
け
る
と
い
う

こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
。
県
も
一

生
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
政
府
と
県
が
一
体
に
な
っ

て
、
イ
ニ
シ
エ
ー
ト
し
た
Ｉ
Ｔ
関

連
産
業
の
沖
縄
企
業
誘
致
と
い
う

も
の
が
、
い
ま
百
社
に
近
く
な
ろ

う
と
し
て
い
る
。
そ
ん
な
県
は
ど

こ
の
県
に
も
な
い
。
こ
れ
は
ひ
と

つ
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
だ
と

言
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
も
い
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
振
り

返
っ
た
と
き
に
、
や
は
り
産
業
と

か
技
術
と
か
、
経
済
、
そ
う
い
う

も
の
の
実
態
を
き
ち
っ
と
踏
ま
え

て
、
戦
略
を
立
て
た
ら
、
た
い
が

い
は
成
功
す
る
な
と
い
う
ふ
う
に

思
う
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
逆

に
、
そ
れ
を
無
視
し
て
や
っ
て
も

う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
こ
と

な
ん
で
す
。

　

だ
い
ぶ
語
弊
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
全
県
フ
リ
ー
ト
レ
ー

ド
ゾ
ー
ン
構
想
と
い
う
の
が
何
年
か
前
に
も

の
す
ご
い
議
論
が
あ
っ
て
、
火
が
消
え
た
み

た
い
に
い
ま
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
述

べ
て
き
た
よ
う
な
視
点
で
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ド

ゾ
ー
ン
構
想
に
つ
い
て
い
く
つ
か
コ
メ
ン
ト

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
い
い
面
で
言
う

と
、
あ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
地
元
か
ら
起

こ
っ
た
議
論
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う

地
元
発
の
提
案
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
い
い

こ
と
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら

も
う
一
つ
、
沖
縄
で
ち
ょ
っ
と
ほ
か
と
は
違

う
や
り
方
を
や
ろ
う
と
い
う
提
案
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
も
非
常
に
い
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
復
帰
後
、
や
は

り
東
京
も
沖
縄
も
あ
る
種
平
均
値
主
義
に

陥
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
本
土
並

み
と
い
う
の
が
ひ
と
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

な
っ
て
、
い
か
に
本
土
並
み
の
数
字
を
確
保

し
て
い
く
か
。
こ
れ
は
非
常
に
復
帰
後
の
三

十
年
間
、
あ
る
意
味
で
も
の
す
ご
く
大
き
な

行
政
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
、
各
市

町
村
役
場
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
も
含
め
て
一
生
懸
命
や
っ
て
き
て
、
か

な
り
の
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。
こ
れ
は
ひ
と
つ

の
歴
史
的
な
課
題
だ
っ
た
し
、
そ
の
必
要
性

と
い
う
の
は
私
は
否
定
し
な
い
の
で
す
が
、

そ
う
い
う
時
代
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
本
土

に
追
い
つ
け
追
い
つ
け
と
い
う
よ
う
な
と
こ

ろ
に
力
点
が
い
っ
て
、
本
土
と
違
う
や
り
方

で
何
か
振
興
が
図
れ
な
い
か
と
い
う
、
つ
ま

り
地
域
の
多
様
性
と
い
う
か
、
個
性
は
力
な

り
み
た
い
な
考
え
か
た
に
沖
縄
の
サ
イ
ド
も

な
か
な
か
行
き
つ
か
な
か
っ
た
。

　

沖
縄
は
違
う
ん
だ
か
ら
違
う
や
り
方
を
や

り
な
さ
い
よ
と
い
っ
て
、
例
え
ば
復
帰
の
と

き
に
、
逆
に
本
土
の
政
府
の
方
か
ら
い
っ
た

ら
、
お
そ
ら
く
沖
縄
の
関
係
者
は
﹁
何
を
ひ

ど
い
こ
と
を
言
う
ん
で
す
か
﹂
と
い
う
受
け

止
め
方
を
当
時
し
た
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

か
ら
東
京
の
サ
イ
ド
も
、
地
域
振
興
と
い
う

の
は
や
は
り
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
こ
う
い
う

目
標
が
あ
っ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
が

あ
っ
て
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
い
く
ん

だ
と
い
う
の
が
戦
後
の
ず
っ
と
一
貫
し
た
考

え
方
で
、
地
域
に
個
性
を
持
た
せ
て
、
い
ろ

い
ろ
違
う
や
り
方
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ

れ
で
地
域
が
発
展
し
て
い
く
と
い
う
ふ
う
な

考
え
方
、
あ
る
意
味
で
成
熟
し
た
考
え
方
に

到
達
す
る
ま
で
に
、
い
ま
ま
で
政
府
サ
イ
ド

も
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
思
い

ま
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
ど
う
し
て
も
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
で
統
一
的
な
目
標
と
か
、
統
一
的

な
コ
ン
セ
プ
ト
と
い
う
こ
と
が
多
か
っ
た
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
全
県
フ
リ
ー

ト
レ
ー
ド
ゾ
ー
ン
構
想
そ
の
も
の
は
地
方
発

の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
う
地

域
の
多
様
性
を
前
提
に
し
た
よ
う
な
考
え
方

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
私
は
評
価
し
て
よ
い

と
思
い
ま
す
。
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　公正取引委員会が所管する独占禁止法・下請法・景品表示法と競争政策に対する理解を深めていただくために，

下記により講演会を開催しますので，多くの方が御出席くださいますよう御案内いたします。

　なお，当日は，皆様からの独占禁止法等に関する相談・質問を無料でお受けするコーナーを設けますので，どうぞ

御利用ください。

公正取引委員会の講演会の御案内

記

１ 日　時：平成15年10月７日（火）13：30 ～15：00

２ 場　所：沖縄ハーバービューホテル「彩海の間」（２階）

３ テーマ：「活力ある経済社会と公正取引委員会の役割」

４ 講　師：公正取引委員会　委員  柴田  愛子

５ 定　員：300名（参加料無料，先着申込み順）

６ 講演会の出席申込み先　沖縄総合事務局公正取引室　担当  譜久嶺，福地

　  TEL 098－863－2243　 FAX 098－862－4580

７ 独占禁止法相談室　沖縄ハーバービューホテル「羽衣の間」（２階）13：30～15：00

人 事 異 動 の お 知 ら せ

政策統括官

（沖縄担当）に 

武 田 宗 高 氏
　　　　が就任　

　安達俊雄　前政策統括官（沖縄

担当）の後任として、平成15年７

月15日付けで政策統括官（沖縄担

当）に武田宗高氏が就任した。

　昭和47年東京大学法学部卒業。

同年大蔵省入省、平成２年沖縄開

発庁振興局振興総務課長、平成４

年大蔵省理財局国有財産審査課

長、平成５年大蔵省関税局業務課

長、平成６年防衛庁経理局会計課

長、平成８年国税庁長官官房総務

課長、平成９年仙台国税局長、平

成10年経済戦略会議事務局次長、

平成11年関東財務局長、平成13年

内閣府大臣官房審議官（沖縄担当）、

平成13年内閣府沖縄振興局長を歴

任後現在に至る。

　香川県出身　54歳

たけ   だ   むね  たか

経済産業部長に

加 藤 元 彦 氏
　　　　が就任

　古谷毅　前経済産業部長の転任

に伴い、平成15年７月15日付けで

経済産業部長に加藤元彦氏が就任

した。

　昭和57年東京大学工学部卒業。

同年通商産業省入省、平成６年外

務省在チリ日本国大使館一等書記

官、平成９年日本メタル経済研究

所主任研究員、平成11年通商産業

省環境立地局立地政策課地域産業

振興室長、平成13年経済産業省経

済産業政策局地域経済産業政策課

統括地域活性化企画官、同年新エ

ネルギー・産業技術総合開発機構

鉱害本部鉱害総務部長、平成14年

新エネルギー・産業技術総合開発

機構鉱害本部石炭鉱害部長を歴任

後現在に至る。

　神奈川県出身　45歳

か　とう  もと ひこ

運輸部長に

岡 部 直 己 氏
　　　　が就任

　増井隆夫　前運輸部長の転任に

伴い、平成15年７月18日付けで運

輸部長に岡部直己氏が就任した。

　昭和57年東京大学経済学部卒

業。同年運輸省入省、平成８年運

輸省九州運輸局自動車部長、平成

10年運輸省航空局飛行場部管理

課空港地域活性化調整室長、平成

12年運輸省関東運輸局企画部長、

平成13年国土交通省関東運輸局

企画部長、同年国土交通省総合政

策局環境・海洋課海洋室長、平成

14年日本鉄道建設公団国鉄精算

事業本部管理部管理課長を歴任後

現在に至る。

　東京都出身　43歳

おか　べ 　なお 　き

沖縄振興局長に

東　 良 信 氏
　　　  が就任

　武田宗高　前沖縄振興局長の政

策統括官（沖縄担当）への就任に伴

い、平成15年７月15日付けで沖縄

振興局長に東良信氏が就任した。

　昭和49年東京大学法学部卒業。

同年総理府入府、昭和63年総務庁

統計センター管理部管理課長、平

成３年在ジュネーブ国際機関日本

政府代表部参事官、平成６年内閣

審議官（内閣外政審議室）、平成９

年迎賓館次長、平成10年沖縄開発

庁総務局総務課長、平成13年経済

産業省大臣官房審議官（中小企業

庁担当）を歴任後現在に至る。

　長崎県出身　55歳

ひがし　   よし  のぶ

大臣官房審議官 

（沖縄担当）に 　

勝 野 龍 平 氏
　　　　が就任

　渡辺文雄 前大臣官房審議官（沖

縄担当）の転任に伴い、平成15 年

７月15日付けで 大臣官房審議官

（沖縄担当）に勝野龍平氏が就任

した。

　昭和51年東京大学経済学部卒

業。同年通商産業省入省、平成５

年通商産業省大臣官房参事官（国

会担当）、平成６年資源エネルギー

庁石油部開発課長、平成８年工業

技術院標準部標準課長、平成９年

資源エネルギー庁公益事業部開発

課長、平成10年通商産業省大臣官

房参事官（産業政策局担当）、同年

通商産業省大臣官房総務課企画室

長、平成12年通商産業省機械情報

産業局総務課長、平成13年経済産

業省大臣官房参事官（製造産業局

・総合調整担当）、同年資源エネル

ギー庁長官官房総合政策課長、平

成14 年経済産業省近畿経済産業

局長を歴任後現在に至る。

　長野県出身　51歳

かつ　 の　りゅう へい

沖縄総合事務局

次長に

私 市 光 生 氏

　　　　が就任
　

　東清　前次長の転任に伴い、平

成15年７月15日付けで沖縄総合

事務局次長に私市光生氏が就任し

た。

　昭和54年横浜国立大学経済学

部卒業。同年経済企画庁入庁、平

成７年経済企画庁経済研究所国民

所得部国民支出課長、平成８年海

外経済協力基金開発技術部開発第

一課長、平成10年会計検査院第１

局租税検査第３課長、平成11年経

済企画庁国民生活局消費者行政第

二課長、平成12年国土庁地方振興

局東北開発室長、平成13年国土交

通省国土計画局地方計画課長を歴

任後現在に至る。

　神奈川県出身　48歳

きさ いち  みつ    お

総務部長に

田 口 和 也 氏
　　　　が就任

　影山洋一　前総務部長の転任に

伴い、平成15年７月15日付けで総

務部長に田口和也氏が就任した。

　昭和55年東京大学法学部卒業。

同年総理府入府、平成９年総務庁

統計局統計情報課長、平成10年総

務庁行政監察局監察官、平成12年

総務庁統計センター経済製表部

長、平成13年内閣府北方対策本部

参事官を歴任後現在に至る。

　埼玉県出身　46歳

た　 ぐち　 かず　や  
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